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慶
応
2
年
1
月
、
伏
見
の
寺
田
屋
で

襲
わ
れ
た
龍
馬
は
「
な
ぜ
薩
摩
の
士
さ
む
ら
いに

こ
の
よ
う
な
無
礼
を
は
た
ら
く
か
」
と

幕
吏
に
言
い
放
っ
た
（
慶
応
2
年
12
月

4
日
権
平
・
一
同
宛
）
。
ま
た
、
品
物

や
手
紙
は
「
薩
州
様
西
郷
伊
三
郎
」
宛

に
送
れ
ば
自
分
に
届
く
、
と
家
族
に
知

ら
せ
て
い
る
（
慶
応
元
年
9
月
9
日
乙

女
・
お
や
べ
宛
）
。
身
寄
り
の
な
い
浪

士
で
あ
っ
た
龍
馬
に
と
っ
て
、
薩
摩
の

名
を
隠
れ
蓑
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
こ
の
上
な
い
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。
薩
摩
に
と
っ
て
も
、
海
軍

修
業
の
経
歴
が
あ
り
、
浪
士
と
い
う
自

由
な
身
分
で
、
幕
府
や
長
州
な
ど
各
方

面
に
顔
の
利
く
龍
馬
は
、
便
利
な
存
在

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
薩
摩
藩
と
龍
馬
の

深
い
仲
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
両

者
と
も
に
利
益
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立

つ
関
係
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

今
回
の
特
別
展
は
、
こ
の
龍
馬

と
、
薩
摩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
土
佐
人
を

軸
に
、
両
藩
の
交
流
の
歴
史
を
紐
解
き

た
い
。
13
代
土
佐
藩
主
・
山
内
豊と
よ
て
る熈
の

正
室
は
島
津
斉
彬
の
妹
・
候
姫
（
智
鏡

院
）
で
、
山
内
家
と
島
津
家
は
親
戚
で

あ
る
。
帰
国
時
、
琉
球
に
上
陸
し
、
薩

摩
藩
の
取
り
調
べ
を
受
け
た
ジ
ョ
ン
万

次
郎
は
、
の
ち
に
薩
摩
の
開
成
所
教
授

に
招
か
れ
た
。
藩
の
視
察
団
に
加
わ
り
、

薩
摩
へ
赴
い
た
河
田
小
龍
は
、
万
次
郎

の
話
を
「
漂
巽
紀
略
」
と
し
て
ま
と
め

た
人
物
で
も
あ
る
。
な
か
で
も
、
吉
田

東
洋
を
暗
殺
し
て
逃
亡
し
た
大
石
団
蔵

（
髙
見
弥
市
）
は
、
縁
あ
っ
て
薩
摩
藩

士
と
な
り
、
慶
応
元
年
に
薩
摩
藩
が
イ

ギ
リ
ス
へ
派
遣
し
た
留
学
生
の
一
人
に

選
ば
れ
た
異
色
の
人
物
で
あ
る
。

　

薩
摩
と
土
佐
の
両
藩
は
い
ず
れ
も

「
雄
藩
」
と
さ
れ
、
幕
末
政
治
を
め
ぐ

る
重
要
な
局
面
で
協
力
関
係
に
あ
っ
た
。

島
津
斉
彬
と
山
内
豊
信
（
容
堂
）
は
、

安
政
期
の
将
軍
継
嗣
問
題
で
意
見
を
共

に
す
る
同
志
で
あ
り
、
参
預
会
議
、
四

侯
会
議
に
は
、
斉
彬
の
弟
・
島
津
久
光

前期：令和2年10月 ６日（火）～11月 ９日（月）
後期：令和2年11月14日（土）～12月13日（日）

会期

特
別
展

「
薩
摩
と
土
佐

　
　
―
雄
藩
が
た
ど
っ
た
近
代
化
の
道
―

」展大ੴஂଂ（∁ݟ市）ϩϯυϯͰࡱӨ͠たࣸਅΛ
とʹ͠た૾画（∁ݟਉࢯ所ଂ）

と
容
堂
が
と
も
に
参
加
し
た
。
龍
馬
が

仲
立
ち
を
し
た
薩
長
同
盟
を
経
て
、
慶

応
3
年
に
は
薩
土
盟
約
に
お
い
て
王
政

復
古
を
約
し
た
。
戊
辰
戦
争
を
友
軍
と

し
て
戦
い
、
新
政
府
に
は
と
も
に
人
材

を
輩
出
し
た
が
、
明
治
6
年
以
降
、
士

族
反
乱
に
よ
っ
て
政
府
に
挑
ん
だ
薩
摩

と
、
言
論
で
政
府
を
批
判
し
た
土
佐
は

対
照
的
な
道
を
歩
ん
だ
。
明
治
維
新
に

お
い
て
、
薩
摩
と
土
佐
が
果
た
し
た
役

割
を
、
展
示
を
通
じ
て
改
め
て
考
え
た

い
［
重
要
文
化
財
2
点
を
展
示
予
定
］
。

亀
尾
美
香
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会
場
に
あ
る
三
隻
の
模
型
船
（
１/

50
縮

尺
）
が
、
時
代
を
象
徴
し
て
い
た
。

ひ
と
つ
は
「
曜
霊
船
」（
岡
義
秀
氏
作
・
所

蔵
）。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
土
佐
藩

が
初
め
て
建
造
し
た
三
本
マ
ス
ト
の
ス
ク
ー

ナ
ー
型
洋
式
木
造
帆
船
で
あ
る
。
吉
田
東
洋

の
指
示
に
よ
り
、種
崎（
高
知
市
）
で
船
大
工
・

岡
孫
八
ら
が
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
土
佐
藩

の
洋
式
造
船
技
術
に
大
き
な
進
歩
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
っ
た
。曜
霊
と
は
太
陽
の
意
味
で
、

土
佐
藩
の
意
気
込
み
と
時
代
の
明
る
さ
を
感

じ
る
。
制
作
者
の
岡
義
秀
氏
は
、
孫
八
か
ら

五
代
目
で
あ
る
。

あ
と
の
ふ
た
つ
は
、「
咸
臨
丸
」
と
「
い
ろ

は
丸
」（
草
柳
俊
二
氏
作
・
所
蔵
）。
精
緻
な

つ
く
り
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。
咸
臨
丸
は
3
本

マ
ス
ト
の
ス
ク
リ
ュ
ー
式
蒸
気
帆
船
。
太
平

洋
横
断
の
往
路
で
は
嵐
に
苦
し
め
ら
れ
修
理

を
要
し
た
が
、
大
砲
12
門
を
搭
載
し
た
軍
艦

の
風
格
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
は
中
濱

万
次
郎
も
乗
船
し
、
嵐
の
中
日
本
人
で
た
だ

一
人
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
ブ
ル
ッ
ク
大
尉
は
じ

め
米
国
船
員
た
ち
と
互
角
に
操
船
し
た
。

一
方
、
い
ろ
は
丸
は
咸
臨
丸
同
様
の
3
本

マ
ス
ト
の
ス
ク
リ
ュ
ー
式
蒸
気
帆
船
と
は
い

え
、
東
ア
ジ
ア
沿
岸
で
の
運
搬
を
目
的
と
し

た
貨
物
船
で
あ
る
た
め
、
重
厚
な
軍
艦
と
は

違
い
す
っ
き
り
と
し
た
船
体
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
公
益
財
団
法
人

鍋
島
報
效
会
・
徴
古
館
よ
り
拝
借
す
る
予
定

の
「
白
帆
注
進
外
国
船
出
入
注
進
（
い
ろ
は
丸

の
図
）」
の
原
資
料
は
展
示
で
き
な
か
っ
た
が
、

同
会
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
原
寸
大
の
複
製
資

料
を
展
示
し
た
。
和
紙
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た

い
ろ
は
丸
は
、
立
体
的
な
模
型
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
い
ろ
は
丸
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
。
同
船
の
資

料
が
少
な
い
中
、
英
国
海
事
博
物
館
で
い
ろ

は
丸
断
面
図
な
ど
の
資
料
を
入
手
さ
れ
、
正

確
を
期
し
て
制
作
さ
れ
た
草
柳
氏
に
敬
意
を

表
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

三
隻
の
模
型
を
並
べ
る
と
そ
の
特
徴
が
明

確
で
あ
っ
た
。
曜
霊
船
は
咸
臨
丸
、
い
ろ
は

丸
の
模
型
と
比
べ
て
小
さ
く
、
稚
拙
に
感
じ

ら
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
土
佐
藩
の
、
ひ
い

て
は
日
本
の
洋
式
船
の
黎
明
期
の
証
で
あ
る
。

初
期
の
洋
式
帆
船
、
軍
艦
、
運
搬
船
。
ま
さ

に
幕
末
の
船
を
目
の
当
た
り
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

こ
の
企
画
展
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人

琴
平
海
洋
会
館
・
琴
平
海
洋
博
物
館
（
朝
倉

次
郎
会
長
、
田
井
啓
三
館
長
）
に
は
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。『
西
洋
軍
艦
構
造
分

解
図
説
』（
19
世
紀
初
め
、
本
木
庄
左
衛
門
）

は
龍
馬
が
所
有
し
、
伊
予
大
洲
藩
西
洋
流
兵

学
者
武
田
斐
三
郎
に
渡
し
た
と
伝
わ
る
も
の

で
、
全
長
6
㍍
に
も
及
ぶ
、
詳
細
な
軍
艦
の

構
造
図
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
来
航
関
係
資
料
や
、

幕
船
の
順
動
丸
、
翔
鶴
丸
の
錦
絵
、
龍
馬
ゆ

か
り
の
神
戸
海
軍
操
練
所
絵
図
。
ま
た
、
明

治
2
年
5
月
11
日
、
新
政
府
海
軍
と
旧
幕
府

海
軍
と
の
激
戦
を
描
い
た
『
箱
館
港
軍
艦
戦

争
図
』
な
ど
興
味
深
い
資
料
20
点
近
く
を
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策
に
よ
っ
て
1
か
月
の

臨
時
休
館
に
入
り
、
企
画
展
開
会
延
期
や
会

期
の
短
縮
。
講
演
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

の
中
止
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
会
期
を
通

「
幕
末
と
船

　
　
　  

―
万
次
郎
か
ら
龍
馬
へ
―

」展

臨
時
休
館
後
に
開
催

熱
心
な
観
覧
の
様
子

　（
4
月
18
日
）5
月
11
日
～
6
月
23
日

じ
た
観
覧
者
減
は
記
録
的
で
あ
っ
た
が
、
開

館
後
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
た
ち
の
熱
心
な

姿
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

な
お
、
企
画
展
内
容
は
、
小
冊
子
に
詳
し

い
。
三
隻
の
船
に
つ
い
て
は
岡
氏
、
草
柳
氏
、

ま
た
中
止
と
な
っ
た
講
演
会
は
講
師
予
定
で

あ
っ
た
渋
谷
雅
之
氏
に
よ
る
執
筆
文
を
掲
載

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
（
直
接
及
び
通

販
）
で
販
売
中
。
Ａ
4
判
フ
ル
カ
ラ
ー
28
頁
、

５
０
０
円
。

前
田 

由
紀
枝
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博
物
館
資
料
を
損
な
う
も
の

と
し
て
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
存

在
す
る
の
が
、
害
虫
や
カ
ビ
で

あ
る
。
先
に
「
文
化
財
害
虫
」

と
い
う
言
い
方
を
し
た
が
、
文

化
財
を
食
害
す
る
虫
は
材
質
に

よ
っ
て
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
。
紙

資
料
を
多
く
扱
う
私
た
ち
が
特

に
気
に
す
る
の
は
、
シ
バ
ン
ム

シ
や
シ
ミ
と
い
っ
た
紙
を
食
害

す
る
虫
で
あ
る
。

虫
の
ほ
か
に
気
を
付
け
ね
ば

な
ら
な
い
の
が
カ
ビ
で
、
や
は

り
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
。

一
般
的
に
カ
ビ
は
多
湿
を
好
む

が
、
中
に
は
低
湿
な
環
境
を
好

む
カ
ビ
も
い
る
（
好こ
う
ち
ょ
う
せ
い

稠
性
カ
ビ
）。

ऩଂݿ内のࣨ内ਖௐࠪ

ΤΞαϯϓϥー（ු༡ΧϏௐࠪ）ɺӈ͕ύーςΟΫϧΧϯλー（ਖᆍௐࠪ）͕ࠨ

༠ҾࡎೖΓのτϥοϓɻ
λόίγόϯϜγΛั֫͢ΔたΊののɻ

特
に
紙
資
料
に
お
い
て
は
、
大
小
の
ス
ポ
ッ

ト
状
に
広
が
っ
た
カ
ビ
の
染
み
は
消
毒
な
ど

で
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
多
湿
環
境

は
虫
を
呼
び
込
む
要
因
と
も
な
る
た
め
、
注

意
が
必
要
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
資
料
に
と
っ
て
好
ま
し

く
な
い
環
境
」
を
作
ら
な
い
た
め
、
多
く
の

博
物
館
で
は
定
期
的
に
環
境
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
当
館
で
も
半
年
に
一
回
、
専
門
業

者
に
調
査
を
委
託
し
て
い
る
。
調
査
の
内
容

は
具
体
的
に
、
①
歩
行
性
昆
虫
の
有
無
を
調

べ
る
ト
ラ
ッ
プ
調
査
（
誘
引
剤
あ
り
と
な
し

の
2
タ
イ
プ
）、
②
ダ
ニ
等
の
有
無
を
調
べ
る

室
内
塵
調
査
（
1
㎡
の
床
を
1
分
間
フ
ィ
ル

タ
ー
付
の
掃
除
機
で
吸
い
取
り
埃
の
中
に
い

る
ダ
ニ
等
を
計
測
）、
③
空
中
浮
遊
カ
ビ
調
査

（
エ
ア
サ
ン
プ
ラ
ー
で
空
気
１
６
０
Ｌ
を
吸
い

取
り
培
地
で
培
養
）、
④
空
中
浮
遊
塵
埃
調
査

（
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
で
吸
い
取
っ

た
埃
か
ら
0.5
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
と
5
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
の

埃
の
数
を
計
測
）

で
あ
る
。
当
館
で

は
こ
れ
ら
の
調
査

を
収
蔵
庫
、
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
、
常
設

展
示
室
・
ジ
ョ
ン

万
次
郎
展
示
室
・

企
画
展
示
室
の
各

展
示
室
（
常
設
と

企
画
で
は
壁
面
ケ
ー
ス
内
含
む
）、
展
示
室

前
廊
下
で
実
施
し
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
プ
は
約

2
週
間
後
に
回
収
し
て
解
析
、
カ
ビ
や
埃
の

サ
ン
プ
ル
解
析
も
併
せ
て
行
い
、
基
準
値
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
か
否
か
の
結
果
と
と
も
に
、

後
日
報
告
書
と
し
て
提
出
さ
れ
る
。

今
回
の
調
査
は
7
月
に
実
施
、
結
果
は
間

も
な
く
報
告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
良
好

な
環
境
を
保
つ
に
は
、
何
よ
り
日
頃
か
ら
注

意
を
は
ら
い
、
こ
ま
め
な
清
掃
、
整
理
整
頓

を
行
う
と
い
っ
た
、
人
の
手
と
目
が
不
可
欠

で
あ
る
。

︹
追
記
︺
成
稿
に
あ
た
り
、
イ
カ
リ
消
毒
㈱

高
知
営
業
所
の
竹
内
元
啓
氏
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

展
示
室
の
片
隅
に
、
家
庭

で
よ
く
使
わ
れ
る
ゴ
キ
ブ
リ
用

ト
ラ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
が
置

か
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
。「
博
物
館
な

の
に
ゴ
キ
ブ
リ
が
い
る
！
」
訳

で
は
な
く
、
こ
れ
は
文
化
財
害

虫
の
有
無
を
調
査
す
る
た
め
の

も
の
。
今
回
は
そ
う
し
た
、
博

物
館
で
行
わ
れ
る
害
虫
や
カ
ビ
、

塵じ
ん
あ
い埃
（
ほ
こ
り
）
の
調
査
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
。
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今
回
は
龍
馬
記
念
館
の
お
隣
の
建
物
、
国

民
宿
舎
・
桂
浜
荘
の
レ
ス
ト
ラ
ン
『
き
て
み

い
や
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
龍
馬
記
念
館
出
口
よ
り
徒
歩
40

秒
。
桂
浜
荘
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
っ
て
す

ぐ
の
場
所
に
あ
り
、
記
念
館
の
職
員
が
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
桂
浜

を
上
か
ら
見
下
ろ
す
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
お
茶
や
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
と
あ
っ
て
、
宿
泊
の
お
客
様
の
み
な
ら

ず
観
光
の
お
客
様
に
も
人
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
ツ
オ
の
た
た
き
な
ど

の
定
食
を
は
じ
め
、
龍
馬
カ
プ
チ
ー
ノ
や
龍

馬
ケ
ー
キ
、
土
日
の
み
数
量
限
定
の
龍
馬
カ

ス
テ
ラ
な
ど
、
高
知
な
ら
で
は
の
も
の
が
並

び
ま
す
。（
詳
細
は
桂
浜
荘
公
式
Ｈ
ｐ
よ
り

レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
）

　

龍
馬
記
念
館
は
受
付
の
際
に
発
行
す
る
チ

ケ
ッ
ト
を
ご
提
示
い
た
だ
け
れ
ば
当
日
中
は

再
入
館
で
き
ま
す
の
で
、
途
中
で
一
度
退
館

し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一
息
入
れ
て
再
度
展
示

室
に
戻
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
立
ち

寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間　

11
時
～
15
時

※
15
時
～
17
時
ま
で
は
飲
み
物
の
み

※
お
食
事
の
み
の
ご
利
用
の
方
は
、
宿
泊

状
況
に
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

〒
７
８
１
ー
０
２
６
２ 

高
知
県
高
知
市
浦
戸
城
山
８
３
０
ー
２
５

国
民
宿
舎 

桂
浜
荘

　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
き
て
み
い
や
」

TEL 

０
８
８
ー
８
４
１
ー
２
２
０
１

佐
々
木 

恵

私
の

お
す
す
め

桂
浜
荘
レ
ス
ト
ラ
ン

『
き
て
み
い
や
』

No.8

私
が
坂
本
龍
馬
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
小

学
２
年
生
の
と
き
。
タ
レ
ン
ト
の
浜
田
雅
功
さ

ん
が
大
好
き
な
私
は
、
彼
が
龍
馬
を
演
じ
た
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
に
夢
中
だ
っ
た
。
い
ま
で
は
大
河

ド
ラ
マ
で
も
有
名
な
三
谷
幸
喜
さ
ん
が
脚
本
を

書
き
、
史
実
に
基
づ
か
な
い
破
天
荒
な
内
容
が

小
学
生
に
は
た
ま
ら
な
く
面
白
か
っ
た
。
夜
10

時
か
ら
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
観
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
い
つ
か
桂
浜
で
龍
馬
像
を
見
て

み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
中
学
２
年
生

で
念
願
叶
っ
て
初
め
て
見
た
時
は
震
え
る
よ
う

な
感
動
を
覚
え
た
。
た
だ
、
そ
れ
よ
り
も
感
動

し
た
の
は
雄
大
な
太
平
洋
の
姿
で
あ
っ
た
。

日
本
海
に
位
置
す
る
山
口
県
萩
市
で
生
ま

れ
、
岡
山
県
の
山
間
部
で
あ
る
新
見
市
で
育
っ

た
私
に
と
っ
て
、
海
に
は
島
が
た
く
さ
ん
あ
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
初
め
て

見
た
太
平
洋
に
は
島
影
な
ど
見
あ
た
ら
ず
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
水
平
線
に
圧
倒
さ
れ
た
。

こ
の
景
色
を
日
常
と
し
て
い
た
龍
馬
も

太
平
洋
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
一
人
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
、「
大
浜
涛
次
郎
」
と
い
う

変
名
に
現
れ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

龍
馬
の
変
名
と
い
え
ば
、坂
本
家
の
本
家「
才

谷
屋
」
の
屋
号
か
ら
取
ら
れ
た
「
才
谷
梅
太

郎
」
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で
、
残
っ
て
い
る

書
簡
も
多
い
。

一
方
で
、
前
者
の
変
名
が
使
わ
れ
た
事
例

は
私
が
知
る
限
り
２
例
し
か
な
い
。
そ
の
１

つ
が
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
所
蔵

す
る
22
日
付
池い

け
く
ら
た

内
蔵
太
宛
書
簡
で
あ
る
（
写

真
）。
年
月
を
欠
く
が
、
内
容
か
ら
慶
応
元

年
（
１
８
６
５
）
夏
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
龍
馬
が

用
い
た
最
初
の
変
名
と
な
る
。

「
大
浜
」
は
、
太
平
洋
に
沿
っ
て
延
び
る

土
佐
の
砂
浜
を
、「
涛
」
は
そ
こ
に
打
ち
寄
せ

る
大
波
を
示
す
。
ま
さ
に
、
青
春
時
代
の
私

が
圧
倒
さ
れ
た
景
色
を
そ
の
名
に
し
て
龍
馬

は
幕
末
の
荒
波
の
中
に
こ
ぎ
出
し
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

石
畑 

匡
基

（
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
　
学
芸
員
）

龍
馬
が「
大お
お
は
ま
と
う
じ
ろ
う

浜
涛
次
郎
」

と
い
う
変
名
に
込
め
た
思
い

龍
馬
の

　
　  
手
紙

08

੮͔Βの景৭

「内ଂଠѼॻ؆」（ߴ
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ご
紹
介
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
去
る
３
月
末
、『
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
研

究
紀
要
』第
２
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
創
刊
さ
れ
た
当
館
の『
研
究
紀
要
』は
、

龍
馬
や
そ
の
周
辺
、
幕
末
を
中
心
と
し
た
土
佐
藩
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
論
考
を
収
録
し

た
研
究
誌
で
す
（
詳
し
く
は
『
飛
騰
』
１
１
０
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
今
号
に
は
、
当

館
職
員
に
よ
る
、
論
文
２
本
、
資
料
紹
介
３
本
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
誌
は
、
全
国
の
都
道
府
県
立
図
書
館
や
高
知
県
内
の
公
立
図
書
館
等
で
ご
覧
い
た

だ
け
る
ほ
か
、
当
館
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
（
通
信
販
売

あ
り
）。
専
門
的
な
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
に
よ
る
要
旨
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
興
味
の
あ
る
論
考
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
御
味
読
く
だ
さ
い
。

あ
る
土
佐
藩
兵
の
戊
辰
戦
争

︱
田
島
猪
三
郎
の
日
記
を
中
心
に
︱

亀
尾　

美
香

平
成
30
年
度
企
画
展
「
大
義
と
忠
誠
の
戊

辰
戦
争
」
展
の
調
査
過
程
で
存
在
を
知
っ
た
、

土
佐
藩
の
地
下
浪
人
・
田
島
猪
三
郎
の
戊
辰

戦
争
関
係
記
録
（
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館

所
蔵
）
を
中
心
に
、
土
佐
か
ら
会
津
ま
で
の

約
８
カ
月
間
の
足
取
り
を
追
っ
た
。
他
の
従

軍
兵
士
の
記
録
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
同
時

期
、
同
じ
土
佐
藩
兵
と
し
て
従
軍
し
て
い
て

も
、
戦
場
体
験
、
ひ
い
て
は
日
記
の
記
述
が

か
な
り
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
未
刊
の

戊
辰
戦
争
史
料
も
ま
だ
ま
だ
多
く
、
今
後
も

研
究
へ
の
活
用
が
期
待
で
き
る
。

「
郷
士
年
譜
」
に
み
る

　
　

土
佐
藩
の
郷
士
取
り
立
て
事
情

髙
山　

嘉
明

土
佐
藩
で
は
、
郷
士
各
家
か
ら
藩
に
家

譜
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
集
成
し

た
も
の
が
「
郷
士
年
譜
」
と
し
て
現
存
す
る
。

土
佐
藩
の
郷
士
の
実
態
を
探
る
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
史
料
だ
が
、「
郷
士
年
譜
」

を
、
そ
れ
が
藩
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
の
意
義

ま
で
を
論
じ
た
よ
う
な
研
究
は
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
。
本
稿
で
は
、「
郷
士
年
譜
」
の
う
ち
、

各
家
の
郷
士
と
し
て
の
初
代
の
情
報
に
注
目

す
る
。
そ
こ
に
書
か
れ
る
文
言
の
細
か
な
異

同
か
ら
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ

た
郷
士
の
取
り
立
て
事
情
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
る
。

『
研
究
紀
要
』
第
２
号　

内
容
紹
介

坂
本
龍
馬
佩
刀

「
備
前
長
船
勝
光
宗
光
」
寄
贈
を
め
ぐ
っ
て

︱
龍
馬
佩
刀
と

　
　

そ
の
来
歴
に
つ
い
て
の
考
察
︱

前
田　

由
紀
枝

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
、
個
人
の
方
か

ら
記
念
館
に
寄
贈
の
あ
っ
た
龍
馬
佩
刀
（
脇

差
、
銘
・
備
前
國
住
長
舩
二
郎
左
衛
門
尉
勝

光
左
京
進
宗
光
）
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ

た
。
90
年
近
く
所
在
不
明
で
あ
っ
た
刀
の
来

歴
と
、
刀
の
価
値
。
刀
好
き
で
あ
っ
た
龍
馬

と
こ
の
佩
刀
の
関
わ
り
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
龍
馬
の
遺
族
が
持
っ
て

い
た
三
口
の
刀
の
う
ち
、
こ
の
脇
差
と
暗
殺

時
の
佩
刀（
吉
行
）以
外
の
一
口（
埋
忠
明
寿
）

に
つ
い
て
、
後
年
の
紹
介
図
録
の
間
違
い
に

つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

「
坂
本
龍
馬
の
断
見
録
」
の
史
料
紹
介

三
浦　

夏
樹

本
史
料
は
、「
英
将
秘
訣
」
と
呼
ば
れ
る
史

料
の
写
本
で
あ
る
。「
英
将
秘
訣
」
は
、
千

頭
清
臣
著『
坂
本
龍
馬
』に
初
め
て
収
録
さ
れ
、

作
者
は
龍
馬
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
平
尾
道
雄
に
よ
っ
て
平
田
派
国
学
者
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
著
作
物
だ
と
推
定
さ
れ
、
龍

馬
作
者
説
は
否
定
さ
れ
た
。「
英
将
秘
訣
」

は
写
本
の
段
階
で
加
筆
修
正
や
写
し
間
違
い

が
多
数
あ
っ
た
よ
う
で
、
文
意
の
掴
み
づ
ら

い
条
文
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
別
系
統
で
世

に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の「
断
見
録
」

を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
研
究
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

国
沢
新
九
郎
作

　
「
坂
本
龍
馬
像
」
に
つ
い
て河村　

章
代

国
沢
新
九
郎
は
西
洋
画
の
技
術
を
日
本
に

初
め
て
導
入
し
た
人
物
と
い
わ
れ
る
。
元
々

は
法
律
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
た
英
国
で
、

西
洋
人
の
画
家
か
ら
西
洋
画
の
技
法
を
直
接

学
び
、
帰
国
後
は
画
塾
・
彰
技
堂
を
開
い
た
。

早
世
し
た
た
め
、
現
存
す
る
作
品
は
非
常
に

少
な
い
が
、
当
館
に
、
彼
の
油
彩
画
「
坂
本

龍
馬
像
」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

あ
ま
り
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
留
学

前
の
土
佐
藩
士
と
し
て
の
動
向
と
当
館
収
蔵

作
品
「
坂
本
龍
馬
像
」
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
な
ど
を
基
に
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る

情
報
を
整
理
し
た
。
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7
月
初
旬
、Ｊ
Ｒ
四
国
土
讃
線
の
入

明
駅（
龍
馬
の
生
誕
地
に
近
く
、利
用

者
の
多
く
が
学
生
や
若
い
人
達
の
よ
う

で
あ
る
）の
愛
称
が「
志
の
龍
馬
駅
」と

な
る
と
同
時
に
、駅
の
高
架
下
に
は
、全

国
龍
馬
社
中
が
制
作
し
た「
志
の
龍
馬

像
」が
設
置
さ
れ
、除
幕
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。こ
れ
で
ま
た
、橋
本
邦
健
会

長
を
は
じ
め
龍
馬
社
中
に
加
盟
す
る

各
地
の
龍
馬
会
な
ど
の「
夢
」の一つ
が

実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

記
念
館
は
来
年
11
月
で
満
30
歳
を

迎
え
る
。龍
馬
駅
の
実
現
を
機
に
、改

め
て
、当
館
の
誕
生
に
向
け
て
昭
和
生

ま
れ
の
青
年
達
が
取
り
組
ん
だ
、10
億

円
と
い
う
巨
額
な
目
標
の
募
金
活
動
や
、

県
庁
な
ど
行
政
と
の
タ
フ
な
交
渉
で
の

獅
子
奮
迅
の
活
躍
な
ど
が
綴
ら
れ
た

橋
本
会
長
の
著
書「
龍
馬
道
～
あ
き
ら

め
な
い
力
～
」（
平
成
22
年
発
行
）を
読

み
返
し
て
み
た
。

　

こ
の
本
の
終
章「
夢
の
つ
づ
き
」で
は
、

高
知
空
港
に「
龍
馬
」を
冠
す
る
こ
と

が
で
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
中

で
、既
に
、九
州
の
龍
馬
会
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
は
Ｊ
Ｒ
高
知
駅
を「
龍
馬
駅
」に
、

と
の
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
が
さ
り
気
な

く
語
ら
れ
て
い
る
。

　

龍
馬
空
港
が
登
場
し
た
の
は
、平
成

15
年
。当
時
わ
が
国
で
は
空
港
に
人
名

を
冠
し
た
前
例
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

運
輸
省
と
の
交
渉
も
困
難
を
極
め
た

ここは館長の部屋 髙松　清之

「
夢
の
つ
づ
き
」は
⁈

よ
う
で
あ
る
が
、突
破
口
と
な
っ
た
の

は
、橋
本
会
長
が
居
酒
屋
で
隣
り
合

わ
せ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
方
か
ら
、室
戸

岬
の
東
方
に
航
空
路
線
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て「R

Y
O
M
A
  PO

IN
T

」が

あ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
だ
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
時
が
流
れ
て
。今
回
の

「
志
の
龍
馬
駅
」実
現
の
決
め
手
は

何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。推
察
し
て
み
る

に
、2
年
ほ
ど
前
に
世
界
で
１
９
３
番

目
と
な
る「
Ｊ
Ｒ
四
国
龍
馬
会
」が
、

当
時
の
半は
ん
い井
社
長
さ
ん
を
ト
ッ
プ
と

し
て
発
足
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。も
ち
ろ
ん
、「
壁
」を

前
に
し
て
の
社
中
の
皆
さ
ん
の「
あ
き

ら
め
な
い
力
」が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

龍
馬
記
念
館
の
建
設
、龍
馬
空
港

の
誕
生
、２
０
０
を
越
え
る
龍
馬
関

係
団
体
の
設
立
、そ
し
て
、龍
馬
駅
の

登
場
な
ど
。橋
本
会
長
と
龍
馬
社
中

の「
夢
の
つ
づ
き
」は
果
て
る
こ
と
が

な
い
。「
龍
馬
、お
ま
ん
の
た
め
に
、ま

だ
ま
だ
いっ
ぱ
い
や
る
こ
と
は
あ
る
き

に
」と
の
呟
き
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
で
あ
る
。

夏
休
み
　
　
子
ど
も
教
室

　
近
年
、坂
本
龍
馬
記
念
館
の
夏
休

み
は
、身
近
な
材
料
で
工
作
を
楽
し

む「
夏
休
み
り
ょ
う
ま
こ
ど
も
教
室
」

と
龍
馬
や
幕
末
に
関
係
の
深
い
場
所

や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
バ
ス
で
め
ぐ
る

「
こ
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
行
っ
て
い

ま
し
た
。前
者
は
工
作（
創
作
）、後

者
は
見
学
を
中
心
に
し
た
も
の
、と

分
け
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年

は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
予
防
の
た

め
、両
方
を一つ
に
し
た
内
容
を
1
回
実

施
、と
い
う
か
た
ち
で
、開
催
中
の
企

画
展
に
関
連
し「
和
紙
と
遊
ぼ
う
！
」

と
題
し
、行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、参
加
者
み
ん
な
で
開
催
中
の

企
画
展「
手
紙
の
世
界
ー
龍
馬
で
古
文

書
こ
と
は
じ
め
ー
」展
を
見
に
行
き
ま

し
た
。そ
の
前
に
、A
３
の
1
枚
紙
を

切
っ
た
り
折
っ
た
り
し
て
、ミ
ニ
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
を
作
り
、そ
れ
を
参
考
に
し
な

が
ら
、資
料
を
じ
っ
く
り
見
学
。

　
「
古
文
書
」は
く
ず
し
字
で
書
か
れ

て
い
て
、大
人
が
み
て
も
、普
通
は「
読

め
ま
せ
ん
」。で
も
読
め
な
い
＝
内
容
わ

か
ら
な
い
＝
面
白
く
な
い
…
と
決
め
つ

け
る
の
は
ち
ょっ
と
早
計
で
す
。じ
ー
っ

く
り
と
眺
め
て
み
る
と
…「
字
が
逆
さ

ま
」「
こ
こ
だ
け
色
が
違
う
」「
名
前
み

た
い
な
の
が
いっ
ぱ
い
並
ん
で
る
」「
字
が

切
れ
て
る
」…
と
、内
容
が
わ
か
ら
な
く

て
も
、色
々
な「
謎
」を
参
加
者
は
発
見

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、そ
の
謎
に
つ
い
て
、企
画
展

を
担
当
し
た
髙
山
学
芸
員
か
ら
お
話

を
聞
き
、「
ふ
ー
ん
」と
納
得
！

　

企
画
展
見
学
の
あ
と
は
、実
際
に
土

佐
和
紙
を
つ
か
っ
た
体
験
と
工
作
に
挑

戦
。巻
紙
を
手
に
持
っ
て
、筆
ペ
ン
で
手

紙
を
書
い
て
み
た
り
、昔
の
封
筒「
包

紙
」の
折
り
方
に
挑
戦
し
ま
し
た
。そ

の
後
、い
よ
い
よ
工
作「
折
本
」つ
く
り

で
す
。蛇
腹
に
追
っ
た
土
佐
和
紙
に
段

ボ
ー
ル
紙
の
表
紙
を
つ
け
、思
い
思
い

に
絵
を
描
い
た
り
、色
紙
を
貼
っ
て
完

成
！

　

盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た
が
、古
文

書
と
和
紙（
高
知
県
の
代
表
的
な
伝
統

産
業
）に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
時
間

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

河
村 
章
代
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坂
本
直
行
の
系
譜
を
た
ど
る
と

龍
馬
に
ゆ
き
つ
く
。
義
務
教
育
の

知
識
し
か
な
い
も
の
が
い
う
こ
と

だ
が
、
ご
先
祖
は
日
本
の
穀
菽
文

化
と
ち
が
う
世
界
の
人
に
み
え
る
。

北
の
末
裔
を
み
る
と
や
は
り
同
じ

印
象
を
も
つ
。
か
れ
は
北
海
道
の

開
墾
に
つ
く
し
た
人
で
あ
る
こ
と

を
真
実
み
と
め
な
が
ら
、
そ
れ
は

日
本
的
な
思
想
を
連
接
し
な
い
。

　

存
在
は
蝦
夷
地
の
植
民
地
化
の

歴
史
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
か
に

み
え
る
。
し
か
し
北
か
ら
み
れ
ば
、

北
の
歴
史
に
お
さ
ま
ら
な
い
。
明

治
以
降
の
展
開
を
み
れ
ば
、
そ
こ

に
新
世
界
建
設
な
く
日
本
の
明
治

か
に
連
動
し
て
そ
の
文
化
を
転
写

し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
札
幌
と

い
う
都
市
に
よ
く
象
徴
さ
れ
て
い

る
。
都
府
県
か
ら
く
る
観
光
客
が

い
う
異
文
化
の
印
象
は
本
質
を
み

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
北
海
道

ほ
ど
ま
が
ま
が
し
い
も
の
は
な
い
。

ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
権
を
認
め
ず
自

然
破
壊
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。

　

か
れ
を
か
ん
が
え
る
ば
あ
い
、

直
寛
の
孫
で
あ
り
、
父
が
彌
太
郎

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
無
視
で
き

な
い
。
祖
父
と
父
は
敬
虔
な
キ
リ

ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
。
く
わ
え
て

ク
ラ
ー
ク
の
残
し
た
北
大
に
学
ん

だ
こ
と
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
精

神
に
親
近
さ
せ
た
。
孫
に
な
る
と

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い
が
日
本

　

来
年
、
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
は
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
。

　

開
館
15
周
年
に
は｢

反
骨
の
農
民
画
家 

坂
本
直
行
」
展
（
２
０
０
６
年
、
直
行

生
誕
１
０
０
年
）を
開
催
し
、多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
た
。
坂
本
直
行（
１
９
０
６

～
１
９
８
２
）
は
、
龍
馬
の
甥
で
自
由
民
権
家
坂
本
直
寛
の
孫
で
あ
る
。

　

あ
れ
か
ら
15
年
近
く
経
つ
。
坂
本
直
行
の
近
親
者
で
あ
る
早
川
禎
治
氏
に
ご
寄

稿
い
た
だ
い
た
。
チ
ョ
ッ
コ
ウ
さ
ん
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。

特
別
寄
稿

 

「
坂
本
直
行
論 

　
　
　
　
　
　

 　
―
北
か
ら
の
視
点
―

」
早
川　

禎
治

的
桎
梏
を
離
脱
す
る
に
よ
い
環
境

を
あ
た
え
ら
れ
た
。

　

な
し
た
こ
と
は
ふ
た
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
畑
作
と
酪
農
と
い
う

あ
た
ら
し
い
農
民
像
を
自
己
に
お

い
て
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
津

軽
海
峡
を
わ
た
っ
た
開
拓
者
た
ち

の
ほ
と
ん
ど
が
稲
作
を
夢
見
る
の

だ
が
、
か
れ
だ
け
は
異
質
で
あ
る
。

　

い
ま
ひ
と
つ
は
山
の
絵
で
あ
る
。

北
に
移
民
し
て
も
人
び
と
の
美
意

識
の
根
柢
に
あ
る
も
の
は
富
士
山

と
青
松
で
あ
る
。
渡
道
し
て
も
蝦

夷
富
士
が
あ
り
利
尻
富
士
が
あ
り

阿
寒
富
士
が
あ
る
。
人
び
と
は
北

に
の
が
れ
て
き
て
も
杉
や
赤
松
を

植
え
た
が
る
。

　

か
れ
の
絵
は
、
天
空
ち
か
く
に

氷
河
地
形
を
の
こ
す
日
高
山
脈
と

そ
の
下
に
広
が
る
赤
光
の
柏
林
し

か
な
い
。
だ
れ
も
が
認
め
な
か
っ

た
世
界
で
あ
る
。
こ
こ
に
鮮
烈
な

主
張
が
あ
る
。
北
に
す
む
人
た
ち

に
さ
え
認
識
で
き
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
北
の
農
民

の
あ
り
方
を
問
い
、
美
意
識
に
お

い
て
日
本
の
伝
統
世
界
と
は
異
な

る
存
在
を
提
示
し
た
。

　

彫
刻
家
峯
孝
が
十
勝
を
お
と
ず

れ
た
の
は
１
９
５
６
年
の
こ
と
で

あ
る
。
北
の
農
民
を
も
と
め
て
原

野
の
農
屋
で
出
会
っ
た
の
が
直
行

で
あ
る
。
胸
像
が
札
幌
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
「
こ
ぶ
し
」
に
展
示
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か

れ
は
北
海
道
を
代
表
し
な
い
。
絵

は
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
過
酷
な
条

件
下
で
混
合
農
業
を
確
立
し
た
人

で
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い
人
は
い

な
い
の
に
。

そ
う
い
う
存
在
を
北
海
道
が
み

と
め
な
い
と
い
う
の
は
興
味
の
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
絵
に
し
て
も
道

立
近
代
美
術
館
は
ま
っ
た
く
関
心

を
し
め
さ
な
い
。
わ
か
い
と
き
か

ら
一
貫
し
て
反
体
制
を
つ
ら
ぬ
い

た
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知

悉
し
て
ゆ
る
が
な
い
も
の
こ
そ
政

治
で
あ
り
体
制
で
あ
ろ
う
。

か
れ
の
偉
大
は
、
そ
う
い
う
体

制
へ
す
り
寄
る
生
き
方
を
し
な

か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
身
内
に

つ
ら
な
る
も
の
と
し
て
誇
り
に
お

も
う
。

　
　
　

札
幌
市
在
住

　
日
本
山
岳
会
永
年
会
員
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■ 「“薩摩と土佐”もっと知ろごっじゃっ、もっと知りたいちや」展
　10月6日（火）から特別展「薩摩と土佐－雄藩が
たどった近代化の道－」
展が開催されます。この関連企画として10月6日
（火）～12月14日（月）まで、“海の見える・ぎゃら
りい”では「薩摩と土佐」に関する人物銅像、伝統
楽器、方言などをパネル写真で展示し、両県の更
なる関係と魅力を楽しんでいただく展覧会「“薩
摩と土佐”もっと知ろごっじゃっ、もっと知りたいち
や」展を開催します。
　今回の展覧会では６項目をピックアップしてご
紹介します。まずは、鹿児島市の鹿児島中央駅東
口広場に威風堂々と建っている「若き薩摩の群
像」と高知県梼原町の和田城跡に血気盛んな様子
で建っている「維新の門」の群像です。「若き薩摩
の群像」は、薩英戦争で海外の力を知った薩摩藩
が、慶応元年（1865年）、英国へ派遣した視察員と
留学生をモチーフにした群像です。彫刻家中村晋
也氏により制作され、昭和57年（1982年）、50万都
市の達成を記念して建立されました。そして「維新
の門」の群像は、幕末文久２年（1862年）、坂本龍
馬が那須俊平・信吾父子の案内で沢村惣之丞と
ともに脱藩した梼原にある、新しい時代を信じ生
き抜いた８志士の群像です。銅像制作は濱田浩造

「飛騰」は郵送料のみのご負担でお届けいたします。購読希望の方は120円切手をご希望回数（4回分まで）お送りください。
〒781-0262　高知市浦戸城山830　高知県立坂本龍馬記念館「飛騰」購読 係 まで

海
の
見
え
る
・
ぎ
ゃ
ら
り
い

開館時間 9：00～17：00　年中無休
入 館 料 一般  500円（企画展開催時  700円）
 高校生以下無料
高知県・高知市長寿手帳所持者、療育手帳・身体障害者手帳・
精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳・被爆者健康手帳
所持者とその介護者（1名）は無料

〒781-0262 高知市浦戸城山830
TEL（088）841-0001　FAX（088）841-0015
http://www.ryoma-kinenkan.jp
「飛騰」に対するご意見ご感想などお寄せください

館だより“飛　騰”第 115 号（年４回発行） 表紙題字：書家 沢田 明子氏
発行日　2020（令和2）年10月1日
発　行　公益財団法人高知県文化財団
　　　　高知県立坂本龍馬記念館

入　館　状　況
2020年9月20日現在

（1991年11月15日開館以来 28年310日）

◆入館者数 4,319,356人

■リニューアルオープン（2018年4月21日）以来  382,596人

編集後記

「コロナ夏
か

」でもあった今年の夏は、全国でいろいろな行事が中止になりました。高知で
はよさこい祭りも中止に。高知に住む私たちは、祭の本番だけでなく、夕方になると町のあ
ちこちから聞こえてくる練習の鳴子の音にもなじんでいるのですが、あのシャンシャンと
いう音がない夏は夏でないようで、何とも寂しい限りでした。来年はいつもの夏に戻ってい
ますようにと、願わずにはいられません（か）。

「ए͖ࡵຎの૾܈」ɹࣸਅࡱӨɿؗ৬һ 「ҡ৽の」ɹ（ࣸਅࡱӨɿؗ৬һ）

氏によるもので、梼原町維新の門群像建立委員会
に全国の有志から寄せられた浄財により、平成7年
（1995年）、建立されました。新時代を切り開こう
としたそれぞれの若き魂の鼓動をご覧ください。
　次に、西郷隆盛の銅像と坂本龍馬の銅像です。
西郷隆盛像は、没後50周年祭の記念として、昭和
12年（1937年）、鹿児島市城山に建立されました。
制作は彫刻家安藤照氏によるもので、西郷が自刃
した城山を背景に軍服姿で、どっしりと立っていま
す。坂本龍馬像は、県の青年有志が募金活動を行
い、昭和３年（1928年）、高知市浦戸桂浜に建立
されました。制作は本山白雲氏によるもので、和服
姿にブーツというお馴染みの龍馬スタイルで、太平
洋を眺めています。銅像本体の大きさはほぼ変わ
らないこの２体、どのような印象を持たれるでしょ
う？
　その他、島津忠良と関係の深かった薩摩琵琶と
土佐藩郷士の門田宇平が京都で習い土佐に広め
た一絃琴。そして薩摩弁と土佐弁独特の表現の違
いなどを展示します。
　“海の見える・ぎゃらりい”では、歴史的観点か
ら視点を少し柔らかくしてご覧になって見てくださ
い。「薩摩と土佐」をもっと知りたくなるのではな
いでしょうか？

中村　昌代



1・現代龍馬学会

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会

塩
し わ く

飽と龍馬
讃岐龍馬会塩飽社中

౻　

私
の
テ
ー
マ

は
じ
め
に

平
成
13
年
、
坂
本
龍
馬
に
魅
か
れ
て

雑
誌
『
歴
史
読
本
』（
新
人
物
往
来
社
）

を
読
ん
で
い
て
、
海
援
隊
士
の
佐
柳
高

次
が
多
度
津
沖
の
佐
柳
島
出
身
で
あ
る

こ
と
を
発
見
し
て
驚
い
た
。そ
れ
ま
で
、

高
次
は
、「
讃
岐
志
度
の
出
身
」（『
坂
本

龍
馬
事
典
』
昭
和
63
年
、
新
人
物
往
来

社
）
と
読
ん
で
い
た
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、
坂
出
沖
の
岩い

わ
く
ろ
じ
ま

黒
島
の
知
人

に
こ
の
こ
と
を
話
し
た
。岩
黒
島
は
、寛

政
年
間
、
佐
柳
島
か
ら
「
七
軒
株
」
と

呼
ば
れ
る
移
住
者
が
開
墾
し
た
島
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
佐
柳
と
岩
黒
は
本

家
と
新
家
の
関
係
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
知
人
を
会
長
に
し
て

讃
岐
龍
馬
会
塩
飽
社
中
を
立
ち
上
げ

た
。塩
飽
社
中
と
付
け
加
え
た
わ
け
は
、

塩
飽
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
る
。

１　

塩
飽
水
軍

古
来
、
瀬
戸
内
海
の
要
路
を
占
め
る

備
讃
瀬
戸
の
大
小
28
島
か
ら
な
る
塩
飽

諸
島
の
島
民
は
、
複
雑
な
潮
の
流
れ
が

あ
る
海
域
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
高
い

造
船
と
操
船
の
技
術
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
信
長
、
秀
吉
、
家
康
か
ら

朱
印
状
を
与
え
ら
れ
、
海
上
輸
送
を
行

う
塩
飽
水
軍
と
呼
ば
れ
た
。

江
戸
時
代
、
塩
飽
は
御
用
船
方
と
な

り
6
5
0
人に

ん
み
ょ
う名
の
領
地
1
2
5
0
石

を
認
め
ら
れ
、
高
松
藩
と
丸
亀
藩
に
も

属
さ
ず
、自
治
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

人
名
と
は
、
大
名
・
小
名
に
次
ぐ
第
3

の
名
主
。
丸
亀
沖
の
本ほ

ん
じ
ま島
に
「
塩
飽
勤

番
所
」
が
置
か
れ
、
年
寄
4
人
が
交
代

で
執
務
し
て
い
た
。
年
貢
は
免
除
さ
れ

た
が
、
戦
時
に
兵
士
を
輸
送
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
北
前
船
で
東
北
の
米

を
江
戸
に
移
送
す
る
こ
と
、
朝
鮮
通
信

使
の
往
来
を
支
援
す
る
こ
と
、
幕
末
、

長
崎
海
軍
伝
習
所
で
洋
式
船
の
操
船
術

を
実
習
す
る
な
ど
、
海
上
輸
送
の
任
に

当
た
っ
た
。

2　

佐
柳
高
次

万
延
元
年
、
遣
米
使
節
の
随
伴
艦
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
咸
臨
丸
に
、
勝
海
舟

や
ジ
ョ
ン
万
次
郎
な
ど
も
乗
船
し
て
い

た
。
操
船
の
た
め
、
50
名
の
水
夫
の
う

ち
35
名
が
塩
飽
水
軍
か
ら
選
ば
れ
た
。

佐
柳
高
次
も
そ
の
一
人
で
勝
海
舟
か

ら
龍
馬
に
紹
介
さ
れ
て
亀
山
社
中
に

入
っ
た
。

慶
応
３
年
4
月
、
龍
馬
の
乗
っ
た
海

援
隊
の
い
ろ
は
丸
が
、
紀
州
の
明
光
丸

と
讃
岐
の
沖
で
衝
突
、
鞆
の
浦
に
曳
航

中
沈
没
し
た
。
こ
の
と
き
、
高
次
は
龍

馬
を
助
け
大
い
に
活
躍
し
た
。

平
成
14
年
、
佐
柳
島
に
、
高
次
の
顕

彰
碑
「
塩
飽
の
誇
り
」
が
塩
飽
社
中
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。

3　

長
岡
謙
吉

慶
応
４
年
、
土
佐
藩
が
高
松
藩
征
討

に
来
た
と
き
、
龍
馬
亡
き
後
の
海
援
隊

長
は
長
岡
謙
吉
で
あ
っ
た
。
本
島
の
小

坂
騒
動
と
い
う
事
件
を
解
決
し
た
の

は
、
隊
士
の
八
木
彦
三
郎
や
島
村
要
ら

で
あ
っ
た
。

新
政
府
か
ら
塩
飽
諸
島
や
小
豆
島
の

管
理
を
任
さ
れ
た
謙
吉
は
、
丸
亀
に
本

拠
を
置
い
て
活
動
し
た
。そ
の
本
部
が
、

謙
吉
の
残
し
た
手
紙
に
「
白
蓮
社
」
と

記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
場
所
が
謎
で

あ
っ
た
。

最
近
、
香
川
県
立
文
書
館
の
主
任
専

門
職
員
嶋
田
典
人
氏
が
、
そ
の
場
所
を

特
定
さ
れ
た
。
丸
亀
市
新
浜
町
に
あ
る

古
刹
遍
照
寺
で
あ
る
。
最
近
、
寺
の
門

前
に
「
海
援
隊
解
散
の
地
」
と
い
う
石

碑
が
建
て
ら
れ
た
。

以
前
、
丸
亀
の
「
N
P
O
丸
亀
わ
く

わ
く
市
場
」
の
水
本
伸
雄
氏
ら
が
、龍
馬

が
訪
れ
た
矢
野
市
之
進
道
場
跡
を
法
務

局
の
地
籍
図
で
特
定
さ
れ
、そ
の
場
所
に

説
明
板
を
設
置
さ
れ
た
。

今
後
、
こ
の
2
つ
の
史
跡
は
、「
骨
付

鳥
市
？
」丸
亀
城
下
の
龍
馬
関
連
史
跡
と

し
て
龍
馬
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
だ
ろ
う
。

4　

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

幕
末
、
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
に
軍
艦
を

発
注
し
た
。
そ
の
際
、
15
名
の
留
学
生

を
派
遣
し
て
、
実
地
に
学
ば
せ
た
。
榎

本
武
揚
ら
士
分
と
職
方
と
呼
ば
れ
た
技

術
職
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
塩
飽
か
ら
2

名
の
職
方
が
選
抜
さ
れ
た
。

瀬せ
い
じ
ま

居
島
の
古
川
庄
八
と
高た

か
み
し
ま

見
島
の
山

下
岩
吉
で
あ
る
。

帰
国
後
、二
人
は
、榎
本
艦
隊
の
開
陽
丸

に
乗
り
込
ん
で
箱
館
戦
争
に
従
軍
し
た
。

5　

龍
馬
関
連

丸
亀
と
龍
馬
の
関
連
を
2
点
挙
げ
た

い
。
安
政
３
年
12
月
、
龍
馬
の
剣
術
指

南
、
北
辰
一
刀
流
の
千
葉
重
太
郎
が
、
丸

亀
城
下
に
来
て
藩
校
で
藩
士
に
剣
術
指

導
し
て
い
る
。
止
宿
し
た
旅
館
は
、「
備

前
屋
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
跡
に
、先
述
の

水
本
氏
に
よ
り
説
明
板
が
設
置
さ
れ
た
。

丸
亀
藩
勤
王
志
士
の
土
肥
大
作
・
七

助
兄
弟
と
龍
馬
が
会
っ
て
い
た
こ
と

が
、
作
家
伊
東
成
郎
氏
に
よ
り
判
明
し

た
。
元
治
元
年
、
池
田
屋
事
件
に
関
係

し
て
い
た
七
助
が
江
戸
で
龍
馬
と
会
っ

て
い
た
の
だ
。

以
上
の
よ
う
に
、
塩
飽
水
軍
や
丸
亀

と
龍
馬
の
関
係
が
判
明
し
て
歴
史
の
面

白
さ
を
味
わ
っ
て
い
る
。　

海援隊解散の地矢野道場跡
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「
岡
上
家
」に
ま
つ
わ
る
話
あ
れ
こ
れ

乙
女
の
嫁
ぎ
先

        

岡お
か
の
う
え上
家
と
は

坂
本
乙
女
の
夫
、
岡
上
新し

ん
す
け甫
（
樹

庵
）
は
香
美
郡
西
川
村
（
現
・
香
南

市
香
我
美
町
山
北
）
の
蘭
医
・
藤

田
泰
善
の
三
男
で
同
じ
く
蘭
医
で

あ
っ
た
。

岡
上
家
は
土
佐
藩
主
山
内
家
の
御

典
医
の
一
人
と
し
て
代
々
医
業
を
継

い
で
き
た
が
、九
代
目
当
主
・
白
札
格

の
卓
庵
が
天
保
九
（
1
8
3
8
）
年

一
月
死
亡
。
そ
の
妻
と
娘
勢
が
残
さ

れ
、
医
業
と
い
う
特
殊
な
仕
事
を
護

り
継
ぐ
た
め
、
新
甫
は
家
系
を
絶
や

さ
ぬ
よ
う
に
と
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

天
保
十
年
、
十
代
目
当
主
で
遺
家
養

子
の
新
甫
二
十
三
歳
、
勢
十
三
歳
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
十
一
代
目
菊
栄
が

女
子
で
児
童
福
祉
に
専
念
し
た
為
、

医
業
は
再
び
途
絶
え
、
以
後
医
業
を

継
ぐ
者
が
出
て
い
な
い
。　

で
は
、
岡
上
家
は
ど
の
よ
う
な
家

系
な
の
か
。
現
存
す
る
家
系
図
で

遡
っ
て
み
る
。
元
祖
岡
上
善
右
衛
門

は
、天
正
十
四
（
1
5
8
6
）
年
豊
臣

秀
吉
の
命
で
長
宗
我
部
元
親
・
信
親

父
子
と
共
に
豊
後
（
大
分
県
）・
大
友

宗
麟
の
援
軍
に
向
か
い
、
戸
次
川
の

戦
陣
に
い
た
。
時
に
十
二
月
十
二
日

島
津
久
家
軍
（
２
万
）
に
対
し
、四
国

連
合
軍
（
軍
監
仙
石
秀
久
、讃

岐
の
十
河
存な

が
や
す保
・
三
十
三
歳
、

長
宗
我
部
軍
合
わ
せ
て
6
千
）

と
の
壮
絶
な
戦
い
が
、戸
次
川

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た（
俗
に
い

う
戸
次
川
の
戦
い
）。し
か
し
、

功
を
焦
っ
た
仙
石
秀
久
の
無

謀
な
追
撃
命
令
か
ら
連
合
軍

は
渓
谷
に
誘
い
込
ま
れ
、島
津

軍
得
意
の
釣
り
野
伏
せ
戦
法

に
よ
り
大
敗
す
る
。岡
上
善
右

衛
門
は
信
親
（
二
十
二
歳
）
と

共
に
壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
る
。

利
光
宗
魚
、十
河
存
保
は
じ

め
2
7
0
0
人
も
、
短
時
間

で
戦
死
。局
地
戦
で
は
日
本
の

戦
闘
史
上
で
も
類
を
見
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
戸
次
地
区
「
成
大
寺
」
に

は
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
岡

上
善
右
衛
門
の
名
も
刻
ま
れ
て
い
る

（
3
列
目
右
か
ら
23
番
目
）。

そ
し
て
現
在
、
高
知
市
長
浜
の
四

国
霊
場
33
番
札
所
で
長
宗
我
部
氏

の
菩
提
寺
で
も
あ
る
雪
蹊
寺
に
隣

接
す
る
「
秦
神
社
」
境
内
の
銘
板
に

も
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。

さ
て
、
二
代
目
岡
上
吉
助
は
武
士

を
辞
し
て
農
業
の
道
に
就
き
（
一
領

具
足
の
身
分
に
し
て
郷
士
な
れ
ば

も
っ
と
も
な
こ
と
）、代
を
重
ね
て
六

代
目
頃
か
ら
医
業
を
志
し
、
土
佐
藩

山
内
家
の
藩
医
の
一
人
に
加
え
ら
れ

た
。
先
の
『
飛
騰
』
1
1
4
号
で
記

し
た
よ
う
に
、
こ
の
先
祖
の
墓
地
は

薊
野
真
宗
寺
山
の
4
か
所
に
あ
る
。

岡
上
家
も
六
代
目
頃
か
ら
二
家
に
分

か
れ
て
お
り
、
新
甫
は
本
家
筋
を
継

い
だ
こ
と
に
な
る
。
先
妻
勢
の
墓
は

真
宗
寺
山
の
一
隅
に
あ
り
、
新
甫
の

墓
は
丹
中
山
に
あ
る
。
そ
の
経
緯
は

前
号
に
記
し
た
。

乙
女
と
夫 

新
甫

乙
女
の
娘
・
菊
栄
が
幼
少
の
折
住

ま
い
し
て
い
た
の
は
、
坂
本
家
の
近

く
上
町
で
あ
っ
た
。
小
生
が
歴
史
写

真
家
前
田
秀
徳
氏
か
ら
頂
い
た
古
地

図
に
は
、
岡
上
鶴
之
助
の
名
で
上
町

に
そ
の
記
載
が
あ
る
。
戦
前
、
祖
母

菊
栄
が
小
生
の
父
や
叔
父
叔
母
た
ち

と
上
町
を
訪
れ
た
時
、「
こ
の
あ
た
り

に
間
違
い
な
い
」
と
云
っ
た
と
叔
母

か
ら
聞
い
て
い
る
。
坂
本
家
と
岡
上

家
は
ご
く
近
い
場
所
に
位
置
し
て
お

り
、
武
家
と
医
家
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
面
で
代
々
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、

先
妻
勢
の
亡
き
後
乙
女
と
の
縁
組
に

な
っ
た
と
推
測
す
る
。
乙
女
が
新
甫

と
離
縁
し
た
後
も
、
乙
女
は
し
ば
し

ば
岡
上
家
に
来
て
い
た
。
菊
栄
も
垣

根
を
越
え
て
母
の
所
へ
遊
び
に
行
っ

て
い
る
。

乙
女
と
新
甫
が
離
縁
し
た
理
由
と

し
て
、
一
般
的
に
歴
史
家
や
作
家
の

方
々
は
、
新
甫
が
癇
癪
持
ち
で
し
ば

し
ば
乙
女
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
た
め

と
か
、
奉
公
人
公
文
婦
喜
と
の
関
係

に
嫉
妬
し
て
実
家
に
戻
っ
た
と
か
、

姑
の
霜
と
の
折
り
合
い
が
悪
か
っ
た

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

岡
上
家
で
は
直
接
の
原
因
は
龍
馬
の

脱
藩
（
後
年
許
さ
れ
て
い
る
）
に
よ

り
、
土
佐
藩
か
ら
の
お
咎
め
の
類
が

及
ぶ
の
を
危
惧
し
た
乙
女
が
自
ら
坂

本
家
に
戻
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
新
甫
の
暴
力
が
原
因
と

す
る
説
に
は
小
生
は
異
議
を
唱
え

る
。
な
ぜ
な
ら
、
乙
女
は
身
長
5

尺
8
寸
（
1
7
6
cm
）、
体
重
30
貫

（
1
1
0
kg
）、「
坂
本
の
お
仁
王
様
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
一
方
の
新
甫
は

坂
本
乙
女
の
曾
孫　

岡お
か
の
う
え上

　
汎ひ

ろ
つ
ぐ告

信親公御供之衆の碑＝大分市大字中沢戸次「天台宗成大寺」境内

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
在
住
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5
尺（
1
5
0
cm
）位
で
あ
る
。
し
か

し
江
戸
期
か
ら
明
治
期
の
男
性
身

長
は
平
均
5
尺
2
寸
（
1
5
6
cm
）、

そ
れ
か
ら
す
れ
ば
も
の
す
ご
く
小

さ
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
龍
馬

や
乙
女
の
1
7
0
cm
超
の
方
が
当

時
の
人
か
ら
見
れ
ば
大
男
に
大
女

で
あ
る
。

話
を
戻
せ
ば
、
二
人
が
夫
婦
げ
ん

か
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
新
甫
は
到

底
乙
女
の
敵
で
は
な
い
。
武
術
に
秀

で
た
乙
女
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上

で
傅
い
て
い
た
と
思
う
。
そ
れ
に
新

甫
は
隠
れ
（
潜
伏
）
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
る
。
む
や
み
に
手
を
挙
げ
る
わ
け

が
な
い
。

新
甫
は
旅
土
産
に
髪
の
薄
い
乙
女

に
毛
タ
ブ
（
髪
）
を
買
っ
て
き
た
と

い
う
。
ま
た
公
文
婦
喜
さ
ん
は
安
芸

の
出
身
で
生
涯
身
寄
り
が
な
く
、
若

く
し
て
岡
上
家
に
奉
公
に
入
り
長
く

仕
え
て
き
て
い
る
。
先
妻
勢
の
こ
ろ

か
ら
で
あ
る
。
没
後
天
涯
孤
独
の
身

を
思
い
新
甫
の
隣
に
埋
葬
し
た
。
し

か
し
後
年
、
そ
れ
が
菊
栄
自
ら
の
出

生
に
も
か
か
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と

は
夢
に
も
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
ろ

う
。小
生
も
子
ど
も
の
頃
、名
字
の
違

う
お
墓
が
あ
る
の
が
不
思
議
で
親
に

尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
父
親
は
笑
っ

て
い
た
が
、
母
や
叔
母
た
ち
が
教
え

て
く
れ
た
「
曾
祖
父
さ
ん
を
お
世
話

し
よ
っ
た
人
よ
ね
」
と
。

岡
上
家
の
墓
地

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
、
当
家

の
墓
地
を
眺
め
る
と
、
こ
こ
に
な
ぜ

こ
ん
な
お
墓
が
あ
る
の
だ
と
、
後
世

に
謎
を
残
す
墓
地
で
あ
る
。
正
面
左

奥
に
二
つ
の
墓
石
が
あ
る
。
ま
ず
左

端
に
藤
原
廉
太
郎
な
る
墓
石
が
あ

る
。
こ
れ
は
旅
役
者
だ
と
聞
い
て
い

る
。
そ
の
右
隣
は
四
国
巡
礼
の
お
遍

路
さ
ん
が
二
人
眠
っ
て
い
る
。
も
と

は
自
然
石
が
置
い
て
あ
っ
た
が
、
以

前
に
兄
弟
合
同
墓
石
を
造
っ
た
際

に
、
小
生
が
菊
栄
の
意
思
を
継
い
で

墓
石
を
建
立
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
式

に
墓
名
を
「
慈
」
と
し
て
、
墓
碑
に

記
し
て
い
る
。

こ
の
墓
に
は
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い

が
も
う
一
人
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒

だ
っ
た
菊
栄
が
そ
れ
ぞ
れ
の
御
霊
を

神
の
も
と
へ
送
る
た
め
に
自
分
の
墓

地
に
埋
葬
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
岡
上
家
の
墓
地
に
は

血
縁
で
な
い
人
の
墓
石
が
存
在
す

る
。
墓
前
で
眺
め
て
み
る
と
他
の
墓

地
に
な
い
、
実
に
不
思
議
な
墓
地
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
風
変
り
な
墓
地

を
、
毎
年
春
秋
の
お
彼
岸
に
一
族
総

出
で
、
丹
中
山
か
ら
真
宗
寺
山
ま
で

丸
一
日
或
は
二
日
が
か
り
で
清
掃

し
、
お
参
り
し
て
き
た
。
時
に
は
酒

盛
り
も
始
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
心

の
お
お
ら
か
な
一
族
で
あ
る
。

山
北
に
残
る
言
い
伝
え
と

菊
栄
の
出
自

話
は
変
わ
る
が
、
坂
本
乙
女
は
新

甫
の
実
家
・
香
我
美
町
山
北
の
藤
田

の
里
へ
ひ
と
時
逗
留
し
て
い
た
と
の

言
い
伝
え
が
あ
る
。

数
年
前
、
香
南
市
野
市
町
土
居
の

野
村
土
佐
夫
氏
と
高
知
龍
馬
空
港
で

お
会
い
し
た
。
出
発
前
の
僅
か
な
時

間
で
あ
っ
た
が
、
貴
重
な
資
料
を
頂

い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
乙
女
が
龍

馬
と
共
に
山
北
を
訪
れ
、
し
ば
し
の

間
居
住
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
場

所
に
は
地
元
の
村
上
美
保
さ
ん
が
、

先
祖
代
々
の
言
い
伝
え
を
残
す
た

め
に
顕
彰
碑
を
建
て
て
く
だ
さ
っ

た
。
新
甫
の
後
妻
と
し
て
嫁
い
で
き

た
乙
女
が
、
初
め
て
新
甫
の
実
家
へ

挨
拶
に
赴
い
た
と
き
の
も
の
だ
。
こ

の
時
龍
馬
も
乙
女
に
同
行
し
た
と

い
う
話
も
あ
る
。

乙
女
は
新
甫
の
実
家
で
菊
栄
を
出

産
し
て
、
ひ
と
時
滞
在
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
龍
馬
が
乙
女
を
乗
せ
て

き
た
馬
を
つ
な
い
だ
と
い
う
モ
ッ
コ

ク
の
大
木
（
今

は
桜
の
木
）
も

あ
っ
た
。
滞
在

し
た
兄
晩
翠
の

診
療
棟
兼
住
ま

い
の
部
屋
で
刀

を
振
り
回
し
、

床
の
間
の
柱
に

刀
傷
を
つ
け
た

と
い
う
言
い
伝

え
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
現
当

主
の
佐
野
氏
も
確
認
し
た
が
、
見
当

た
ら
な
い
と
い
う
。
小
生
も
確
認
し

た
が
、
痕
跡
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
夕
闇
迫
る
山
北
川
の
馬
淵

で
龍
馬
が
刀
を
一
振
り
し
た
と
こ

ろ
、
青
白
い
光
を
放
っ
て
飛
ん
で
い

た
鬼
蛍
が
二
つ
に
な
っ
て
川
面
に
落

ち
た
と
い
う
淵
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

話
は
地
元
で
昔
か
ら
語
り
継

が
れ
て
き
た
こ
と
ら
し
い
。

話
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
面
も

多
々
あ
ろ
う
が
、
何
も
な

か
っ
た
と
こ
ろ
に
噂
話
は
お

き
な
い
は
ず
だ
か
ら
、
乙
女

の
滞
在
は
実
際
に
あ
っ
た
こ

と
だ
と
思
わ
れ
る
。

龍
馬
の
脱
藩
前
な
ら
安
政
六

（
1
8
5
9
）年
こ
ろ
に
な
る
。
こ
の

時
期
菊
栄
を
出
産
し
て
い
れ
ば
明
治

元
（
1
8
6
8
）
年
は
、
九
歳
で
あ

る
。
坂
本
家
に
滞
在
し
た
お
龍
さ
ん

か
ら
刺
繍
を
習
っ
た
と
い
う
話
に
合

致
す
る
。

菊
栄
は
、
乙
女
が
新
甫
と
離
縁
後

の
慶
応
三
年
九
月
生
ま
れ
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
乙
女
の
子
で
は
な
い
と

す
る
歴
史
家
や
作
家
の
方
々
が
多
い

が
、
小
生
は
こ
の
乙
女
の
山
北
滞
在

と
お
龍
さ
ん
の
刺
繍
を
伝
授
さ
れ
た

菊
栄
の
話
か
ら
、
離
縁
後
の
出
生
は

な
い
と
考
え
る
。
原
戸
籍
（
明
治
五

年
の
新
戸
籍
）
に
は
、父
岡
上
新
甫
、

母
坂
本
乙
女
、長
女
菊
栄（
慶
応
三
年

九
月
五
日
生
ま
れ
）と
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
出
生
は
親
の
思
惑
で
届
け
ら

れ
た
と
思
う
の
で
、
出
生
時
の
誤
差

が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま

た
、
乙
女
自
身
も
母
で
あ
る
こ
と
に

異
議
を
申
し
出
て
い
な
い
。
ま
さ
し

く
菊
栄
が
新
甫
・
乙
女
の
実
子
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

乙女の居宅地跡の碑＝香南市香我美町山北

岡上菊栄の戸籍原本＝昭和 18年取得
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高知県安田町近隣住民の方に企画展「安田沖、異国船あらわる！」をご
案内する時の“つかみ”として、「つつばという名前を知っていますか？」と
質問することがあります。するとほとんどの方が「安田の飲食店“つつば”
のことですね」とお答えになります。次に「幕末期そこに大砲があったんで
すよ。だから“砲

つつ ば

場”というんです」と説明すると、驚きながらも、ご自分の
身近な話題として興味を持って話を聞き始めてくれたのがわかります。
安田では唐浜に2か所大砲を設置する砲場を作ったとされていますが、こ

れは日本とアメリカが日米和親条約を結び、鎖国政策が解かれた後の文久 3
（1863）年のことです。土佐ではこの年までに大部分の港 50か所に大砲
が設置され、海防が高められました。
異国船が沖で発見された時は、各浦々に設けられた火立場で昼間は狼
煙、夜間は火を立てて通報したほか、「笹送り」という笹に書状を付けてそ
の葉が萎れないうちに次へ送る方法がとられました。
異国船が漂着した時、浦役人、庄屋、郷士たちが警護に当たりました。
特にこれらの郷士たちは「駆付郷士」と呼ばれ、文政 12 年 12月（1830
年 1月）にイギリス船が室津浦（室戸市室津）へ漂着した時、安田の郷士・

髙松益之丞と順蔵親子も駆け付けて
警固に当たり、後に藩から褒章を与え
られています。
当企画展の観覧を通じ、多くの方

に安田から外国と対峙し、自分たちの
故郷や日本を護ろうとした人々がいたこ
と、幕末社会の多様な側面を読みとっ
ていただけたのではと感じています。
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企画展風景（4月 22日ー 8月 31日）

コラム・龍馬のこと

松山と坂本龍馬には、歴史を変えたかもしれない関係があります。そ
れは坂本龍馬が暗殺される１ヶ月ほど前に書いた手紙です。内容は近
江屋では危ないとの同志の助言に、龍馬が伊予松山藩の陣屋への転
居を依頼したものです。この手紙が、宛てた望月清平に届き転居が叶っ
ていれば、龍馬暗殺はなかったかもしれません。
なぜ龍馬は松山藩への転居を依頼したのか、松山藩とどのような関
係だったのか。この件に関して詳しい資料はありませんが、私は前年の
長州征伐が背景にあると考えています。
慶応 2年 6月に起こった第二次長州征伐の時、龍馬はユニオン号

で長州側にて小倉口の海戦に参加しています。時を同じくして、松山
藩は幕府方として大島口の戦いに参戦しています。その時蒸気船の必
要性から、土佐藩に船の借り受けを依頼します。松山藩と土佐藩は姻
戚関係にあり、山内容堂は即決して船を貸し出しています。このことを
知った龍馬は、蒸気船を巡る松山藩との関係、
またその後老中職まで務めた松山藩に親近感と
安心感を持ち、その思いを手紙に込めたのでは
ないでしょうか。
届かぬ手紙と同じく、龍馬ファンの集いである

「第 32 回龍馬World 松山大会」もコロナウィ
ルス感染拡大による影響で、松山の地に集い
交流する想いは届きませんでした。今回の大会
は新たな生活様式下の新たな形として、TV会
議システムを使ったオンライン大会へと変更しまし
た。出会いの達人・坂本龍馬に思いを込めて。

松山藩と龍馬―届かなかった手紙

大城戸 圭一（愛媛龍馬の会）

企画展「安田沖、異国船あらわる！」で
伝えたかったこと

島田 佳香（文化振興企画員）
安田まちなみ交流館・和

“ 話してみるかよ ”

こ
ぼ
れ
話
ー
　
犬
歩
棒
当
記
︵
四
十
三
︶
ー

地
獄
極
楽
へ
よ
う
こ
そ

宮
川

禎
一

小
さ
い
頃
に
見
た
物
や
知
っ
た
こ

と
は
な
か
な
か
忘
れ
な
い
も
の
だ
。
そ

れ
を
信
じ
て
普
通
の
こ
と
と
思
い
込

む
。
だ
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
あ

れ
っ
？
と
気
付
く
時
が
く
る
。
そ
れ
が

と
て
も
珍
し
い
と
い
う
こ
と
に
。

筆
者
の
郷
里
は
大
分
県
宇
佐
市
安

心
院
町
。
そ
こ
の
珍
し
い
も
の
を
三
つ

挙
げ
て
お
こ
う
。

ひ
と
つ
め
は
佐
田
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
佐
田
神
社
の
境
内
で
幕
末
に

民
間
初
の
鉄
製
大
砲
を
鋳
造
し
た
遺

跡
だ
。
子
供
の
頃
遊
ん
だ
神
社
の
塀
が

反
射
炉
の
耐
火
煉
瓦
（
熔
け
て
ド
ロ
ド

ロ
）
の
転
用
で
出
来
て
い
た
。
幕
末
史

に
関
わ
っ
て
よ
う
や
く
民
間
で
大
砲

を
鋳
造
し
た
と
ん
で
も
な
い
歴
史
事

象
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
女
優
の

賀
来
千
香
子
さ
ん
の
御
先
祖
で
あ
る

賀
来
惟こ

れ
た
け熊
が
安
政
か
ら
慶
応
年
間
に

独
力
で
大
砲
を
鋳
造
し
て
い
た
こ
と

は
昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
画
面
に
佐
田
神
社
が
映
っ

て
懐
か
し
い
。

二
つ
め
は
「
鏝こ

て
え絵
」
と
呼
ば
れ
る
明

治
期
に
発
達
し
た
漆
喰
の
造
形
だ
。
民

家
の
戸
袋
の
表
面
な
ど
に
彩
色
さ
れ

た
鶴
や
兎
や
大
黒
様
な
ど
様
々
な
吉

祥
図
像
が
浮
彫
で
表
さ
れ
て
い
る
。
通

学
路
の
途
中
の
民
家
の
壁
に
も
大
き

な
富
士
山
の
鏝
絵
が
あ
っ
た
が
、
特
に

気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
大

分
県
北
部
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
文
化
財
的
価
値
が
高
い
と

い
う
評
価
に
驚
く
。

三
つ
め
は
「
地
獄
極
楽
」
と
い
う
名

の
江
戸
時
代
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
だ
。
楢

本
の
桂
昌
寺
と
い
う
お
寺
の
裏
山
に

曲
が
り
く
ね
っ
た
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら

れ
て
い
て
、
内
部
に
閻
魔
大
王
や
脱
衣

婆
や
地
獄
の
鬼
な
ど
の
素
朴
な
石
像

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
抜
け
れ

ば
上
向
き
の
竪
穴
が
あ
り
、
鎖
を
よ
じ

登
れ
ば
極
楽
世
界
に
至
り
、
阿
弥
陀
如

来
石
像
が
待
っ
て
い
る
。
今
か
ら
二
百

年
前
の
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）頃
に
、

仏
画
の
「
地
獄
極
楽
図
」
を
三
次
元
で

造
っ
た
も
の
だ
。
子
供
の
頃
か
ら
肝
試

し
感
覚
で
ト
ン
ネ
ル
に
潜
っ
て
い
た

が
、
ど
う
や
ら
日
本
最
古
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
だ
っ
た
よ
う
だ
。
明
治
以
前
に

そ
ん
な
施
設
は
ほ
か
に
な
い
ら
し
い
。

そ
の
う
え
現
在
も
営
業
中
で
あ
る
（
ほ

ぼ
無
人
だ
が
）。

い
ず
れ
も
歴
史
的
に
重
要
だ
。
し
か

し
本
当
は
郷
里
の
自
慢
話
で
あ
る
。地獄の閻魔様と鬼たち（地獄の裁判所）

第 32回龍馬World 松山大会実行委員長

慶
応
3
年
10
月
18
日
望
月
清
平
宛
龍
馬
書
簡
︵
一
部
︶




